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公益財団法人 長崎県老人クラブ連合会  事業計画
☆のばそう！ 健康寿命、担おう！ 地域づくりを

　  会員増強運動の推進
  　若手会員の組織化と女性会員の登用
  　介護予防（健康づくり）と生活支援

事業の
重点課題
事業の
重点課題

平成29年度

1
2
3

開催日 行　　　事 場　　　所

７月

  6(木）～　7(金)
14（金)
19(水)
20（木）
26(水)

九州ブロック老人クラブリーダー研修会
高齢者相互支援事業研修会
高齢者相互支援事業研修会
市町老連事務局長・事務担当者会議
高齢者相互支援事業研修会

佐賀県（グランデはがくれ）
対馬市
平戸市
長崎市（県総合福祉センター）
島原市

８月
  8(火）～  9(水）
30(水)～31(木)

都道府県・指定都市老連中央セミナー
市町老連若手リーダー研修会

東京都
長崎市（Alega軍艦島）

９月

  5(火)～  6(水)
  9(土)～12(火)

15(金)～21(木)
22(金)
27(水)

市町老連女性リーダー研修会
第30回全国健康福祉祭あきた大会

〔地域文化伝承館　9（土）～11（月）〕

老人週間（15日老人の日、20日社会奉仕の日）
健康づくりリーダー養成講習会
健康づくりリーダー養成講習会

島原市（南風楼）
秋田県

老人クラブによる一斉奉仕活動
大村市
雲仙市

10月

  2(月)
  4(水)
  7(土)
18(水)～19(木)

健康づくりリーダー養成講習会
県老連理事会・表彰選考委員会
健康づくりリーダー養成講習会
第46回全国老人クラブ大会

川棚町
長崎市（県総合福祉センター）
新上五島町
京都府

11月
16(木)～17(金)
21(火)

全老連女性リーダーセミナー
第52回長崎県老人クラブ大会

東京都（全社協会議室）
諫早市（諫早文化会館）

平成30年
１月 31(水)～2/1(木) 在宅福祉を支える友愛活動セミナー 東京都（全社協会議室）

２月
未　定
21(水)～23(金)

第13回 「銀の翼」
第15期 健康づくり中央セミナー

未　定
神奈川県（ロフォス湘南）

３月
  8(木)
16(金)

県老連理事会
県老連評議員会

長崎市（県総合福祉センター）
長崎市（県総合福祉センター)

平成29年３月17日に行われた評議員会及び、３月９日に行われた理事会において、
平成29年度の長崎県老人クラブ連合会の事業計画が協議決定されました。
７月からの主な行事は次のとおりです。

平成２９年度　県老連の主な行事

１



《
評 

議 

員
》

佐
々
木
光
健
（
長
崎
市
老
連
）

金
子　

健
夫
（
佐
世
保
市
老
連
）

村
田　

考
市
（
島
原
市
老
連
）
新

大
塚　
　

梓
（
諫
早
市
老
連
）
新

山
口　

鷹
士
（
大
村
市
老
連
）

田
渕　

俊
雄
（
平
戸
市
老
連
）

永
淵　

勝
幸
（
松
浦
市
老
連
）

齋
藤　

義
人
（
対
馬
市
老
連
）

山
本　

義
人
（
壱
岐
市
老
連
）

井
上　
　

徹
（
五
島
市
老
連
）
新

池
田　

政
治
（
西
海
市
老
連
）
新

脊
川　

亀
史
（
雲
仙
市
老
連
）

相
良　

綱
信
（
南
島
原
市
老
連
）
新

内
田　

政
信
（
長
与
町
老
連
）

黒
田　
　

博
（
時
津
町
シ
ニ
ア
連
）

佐
藤　

昇
一
（
東
彼
杵
町
老
連
） 

新
里　

芳
則
（
川
棚
町
老
連
）
新

小
林　

正
男
（
波
佐
見
町
老
連
）

近
藤　

一
輝
（
小
値
賀
町
老
連
）

永
石　

善
吾
（
佐
々
町
老
連
）

道
下　

三
昌
（
新
上
五
島
町
老
連
）

井
上　

義
啓
（
県
老
連
若
手
委
員
会
）新

道
下　
　

敦
（
県
老
連
女
性
部
会
）

佐
藤　

雅
秋
（
県
す
こ
や
か
長
寿
財
団
） 

任
期
満
了
に
伴
う
選
任
に
よ
り
次
の

体
制
と
な
り
ま
し
た
。

《
役　

員
》

会　
　

長

島
中　

英
安
（
大
村
市
老
連
）

副
会
長

金
冨　

竹
志
（
長
崎
市
老
連
）

寺
田　

道
子
（
県
老
連
女
性
部
会
） 

常
務
理
事

本
田　

哲
朗
（
長
崎
県
老
連
）

理　
　

事

荒
木　

千
鶴
（
島
原
市
老
連
）
新

坂
本　

康
幸
（
佐
世
保
市
老
連
）
新

峯
脇　

達
郎
（
五
島
市
老
連
）

近
藤　

正
治
（
県
老
連
若
手
委
員
会
）
新

小
村　

利
之
（
県
長
寿
社
会
課
）

藤
原　

敬
一
（
県
社
会
福
祉
協
議
会
） 

監　
　

事

畑
中　

正
広
（
諫
早
市
老
連
）

山
口　

純
夫
（
長
与
町
老
連
）

２

平
成
29
年
度
役
員
・
評
議
員

科　　目 予算額 摘　　要 科　　目 予算額 摘　要

Ⅰ．一般正味財産増減の部 ２．経常外増減の部

１．経常増減の部 　（1）経常外収益 0

　（1）経常収益 19,826 　（2）経常外費用 0

　　基本財産運用益 66 　　当期経常外増減額 0

　　受取会費 7,148 会　　　　費　　7,072
賛助会員会費　　　 76 　　当期一般正味財産増減額 △　4,160

　　事業収益 3,130
会員章普及　　　　 30
指定宿泊施設　　2,400
傷害保険普及　　　700

　　一般正味財産期首残高 9,000

　　受取補助金等 9,312 県補助金　　　　8,872
民間助成金　　　　440 　　一般正味財産期末残高 4,840

　　雑収益 170 Ⅱ．指定正味財産増減の部

　（2）経常費用 23,986 　当期指定正味財産増減額 0

　事業費　 16,852 各種事業の実地 　指定正味財産期首残高 106,000

管理費 7,134 法人の管理運営 　指定正味財産期末残高 106,000

当期経常増減額 △　4,160 Ⅲ．正味財産期末残高 110,840

平成29年度　収支予算（損益方式）



会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
生
き
が
い

を
高
め
、
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
活
動

の
推
進
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は

じ
め
と
し
た
地
域
を
豊
か
に
す
る
各
種

活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
対
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
十
月
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
第
二
十
九
回
全
国
健
康
福
祉
祭
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
二
〇
一
六
」で
は
、

全
国
か
ら
五
十
五
万
人
を
超
え
る
方
々

に
参
加
い
た
だ
き
、
大
盛
況
の
う
ち
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
前

の
事
前
準
備
か
ら
、
大
会
期
間
中
の
地

域
文
化
伝
承
館
で
の
伝
承
活
動
の
実
演

や
披
露
を
始
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
県
で
は
全
国
よ
り
早
い

ペ
ー
ス
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
県
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
の
方
々

が
「
自
ら
の
知
識
・
技
能
を
活
か
し
て
、

生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
」、
ま

た
、「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
て
、
様
々

な
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
の
中
か
ら
、
特
に
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
わ
り
の
深
い
、
生

き
が
い
対
策
と
在
宅
福
祉
対
策
に
つ
い

て
、
平
成
二
十
九
年
度
の
主
な
事
業
と

予
算
額
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
生
き
が
い
対
策

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
県
す
こ
や

か
長
寿
財
団
及
び
市
町
と
の
密
接
な
連

携
の
も
と
、
地
域
社
会
へ
の
積
極
的
な

参
加
や
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
な
ど

を
通
し
た
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
に

向
け
た
諸
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
主
な
計
上
事
業
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

①　

老
人
ク
ラ
ブ
が
行
う
各
種
の
活

動
、
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
や
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
行
う
活
動
促

進
へ
の
取
組
や
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

開
催
等
へ
の
助
成

６
、７
１
８
万
円

②　

老
人
ク
ラ
ブ
が
研
修
の
た
め
の
旅

行
に
要
し
た
経
費
へ
の
助
成

３
０
０
万
円

③　

高
齢
者
の
社
会
活
動
の
普
及
・
啓

発
、
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
、
す
こ
や
か
長

寿
大
学
校
の
運
営
へ
の
助
成

５
、３
９
９
万
円

２
．
在
宅
福
祉
対
策

高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た
め
に

必
要
な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
、
介
護
予
防
を
一
層
推
進

す
る
と
と
も
に
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
た
め
、
市
町
が
実
施
す

る
地
域
支
援
事
業
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
の
整
備
や
医
療
従
事
者
向
け
の
研

修
の
実
施
な
ど
、
増
加
す
る
認
知
症
高

齢
者
対
策
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
在
宅

医
療
・
介
護
の
連
携
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
主
な
計
上
事
業

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①　

地
域
支
援
事
業
交
付
金
等

９
億
７
、８
４
７
万
円

②　

介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　

運
営
事
業　
　

 

１
、８
２
８
万
円

③　

認
知
症
施
策
等
総
合
支
援
事
業

２
、４
５
４
万
円

④　

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
強
化
事
業

９
６
６
万
円 

⑤　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

７
、９
３
８
万
円

⑥　

多
重
的
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　

総
合
対
策
事
業　
　

１
１
７
万
円 

 

こ
の
ほ
か
、生
き
が
い
対
策
と
し
て
、

県
が
事
務
局
と
な
り
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
な
ど
関
係
団
体
か
ら
な
る
協
議
会

を
設
置
主
体
と
し
て
、
高
齢
者
の
方
々

が
就
業
か
ら
社
会
参
加
ま
で
幅
広
く
気

軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
、「
な

が
さ
き
生
涯
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
」
を

去
る
３
月
、長
崎
市
に
開
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
在
宅
福
祉
対
策
の
多
重
的
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
合
対
策
事
業
で

は
、
見
守
り
を
必
要
と
す
る
方
々
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
、
関

係
機
関
・
団
体
、
民
間
事
業
者
、
住
民

が
連
携
し
た
見
守
り
推
進
す
る
た
め
、

「
長
崎
県
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

協
議
会
」
を
６
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

県
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
市

町
及
び
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
高
齢
者
施
策
を
総
合
的
に

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
29
年
度
の
長
崎
県

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

長
崎
県
福
祉
保
健
部　

長
寿
社
会
課

３



任
期
満
了
に
伴
い
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
部
会
長
に
は
南
島
原
市
老
連
の
寺

田
さ
ん
が
、
副
部
会
長
に
新
上
五
島
町

老
連
の
道
下
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ

れ
、
時
津
町
老
連
の
中
山
さ
ん
が
新
た

に
副
部
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
平
成
29
年
度
県
老
連
事

業
計
画
の
説
明
の
あ
と
、
平
成
29
年
度

市
町
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
９

月
５
日
～
６
日
）
に
お
け
る
企
画
及
び

運
営
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
委
員
長
に
南
島
原
市
老
連
の
近
藤

さ
ん
、
副
委
員
長
に
長
与
町
老
連
の
井

上
さ
ん
と
対
馬
市
老
連
の
青
木
さ
ん
が

新
た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
平
成
29
年
度
県
老
連
事

業
計
画
及
び
会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て

の
説
明
の
あ
と
、
平
成
29
年
度
市
町
老

連
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
８
月
30
日

～
８
月
31
日
）
に
お
け
る
企
画
及
び
運

営
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

部
会
長

寺
田　

道
子
（
南
島
原
市
老
連
）

副
部
会
長

道
下　
　

敦
（
新
上
五
島
町
老
連
）

中
山　

明
美
（
時
津
町
シ
ニ
ア
連
）

部
会
員

瀧
口　

京
子
（
長
崎
市
老
連
）
新

森　
　

和
子
（
佐
世
保
市
老
連
）
新

秋
井　

銀
子
（
島
原
市
老
連
）
新

大
渕　

公
子
（
諫
早
市
老
連
）
新

野
口
喜
美
子
（
大
村
市
老
連
）

藤
島
八
重
子
（
平
戸
市
老
連
）
新

瀬
川　

洋
子
（
松
浦
市
老
連
）

江
嶋　

慶
子
（
対
馬
市
老
連
）

井
戸
川
哲
子
（
壱
岐
市
老
連
）

戸
川　

昭
代
（
五
島
市
老
連
）
新

高
富　

フ
ミ
（
西
海
市
老
連
）
新

三
原　

子
（
雲
仙
市
老
連
）

井
手　

則
子
（
長
与
町
老
連
）

田
﨑　

光
代
（
東
彼
杵
町
老
連
）

脇
崎
ケ
イ
子
（
川
棚
町
老
連
）
新

廣
田　

周
子
（
波
佐
見
町
老
連
）
新

松
尾　

紀
子
（
小
値
賀
町
老
連
）

馬
場
マ
チ
子
（
佐
々
町
老
連
）

委
員
長

近
藤　

正
治
（
南
島
原
市
老
連
）

副
委
員
長

井
上　

義
啓
（
長
与
町
老
連
）
新

青
木　

掉
磨
（
対
馬
市
老
連
）

委　
　

員

加
納　

省
司
（
長
崎
市
老
連
）

　
　
　
　
　

（
佐
世
保
市
老
連
）

柴
田　

宇
鷹
（
島
原
市
老
連
）
新

前
田　
　

満
（
諫
早
市
老
連
）
新

野
口
喜
美
子
（
大
村
市
老
連
）
新

北
村　

誠
一
（
平
戸
市
老
連
）

白
川
洋
一
朗
（
壱
岐
市
老
連
）

上
河　

恵
賜
（
五
島
市
老
連
）

中
村　

俊
子
（
西
海
市
老
連
）
新

冨
永　

孝
司
（
雲
仙
市
老
連
）

角　
　

好
秋
（
時
津
町
シ
ニ
ア
連
）
新

川
原　
　

悟
（
東
彼
杵
町
老
連
）

松
尾　

雄
二
（
川
棚
町
老
連
）
新

安
永　

勝
信
（
波
佐
見
町
老
連
）
新

田
村　

清
實
（
小
値
賀
町
老
連
）
新

濵
口
淳
一
郎
（
佐
々
町
老
連
）
新

荒
木　

宏
匡
（
新
上
五
島
町
老
連
）

４

女
性
部
会
開
催

女
性
部
会
開
催

● 

平
成
29
年
５
月
19
日
（
金
）

● 

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

若
手
若

委
手

員
委

会
員

開
会
開
催

若
手
委
員
会
開
催

● 

平
成
29
年
５
月
26
日
（
金
）

● 

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

平
成
29
年
度
女
性
部
会

平
成
29
年
度
若
手
委
員
会



研
修
会
は
県
老
連
評
議
員
会
の
終
了

後
、
市
町
老
連
会
長
及
び
関
係
者
59
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
老
連　

島
中
会
長
の
開
催
挨
拶
の

後
、 

行
政
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
行
政
説
明
】

長
崎
県
長
寿
社
会
課　

山
口
参
事
と

杢
尾
係
長
よ
り
、
高
齢
者
施
策
及
び
老

人
ク
ラ
ブ
関
係
補
助
金
並
び
に
長
崎
県

老
人
ク
ラ
ブ
研
修
費
補
助
金
等
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
事
務
局
説
明
】

県
老
連
事
務
局
長
よ
り
「
長
崎
県
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
数
と
ク
ラ
ブ
数
の
推

移
」
及
び
平
成
29
年
度
の
主
な
行
事
、

老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
賠
償
保
険
等
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

【
分
散
会
】（
グ
ル
ー
プ
協
議
）

　

テ
ー
マ

　

「
会
員
増
強
に
つ
い
て
」
等

県
老
連
事
務
局
長
よ
り
分
散
会
及
び

全
体
会
の
進
め
方
の
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
、
10
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
協
議
・

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

《
協
議
・
意
見
交
換
の
主
な
内
容
》

◆
会
員
増
が
成
功
し
た
事
例

◆
会
長
等
役
員
や
会
員
の
士
気

◆
解
散
ク
ラ
ブ
等
へ
の
対
応

◆
地
域
へ
ク
ラ
ブ
活
動
の
周
知
方
法

◆
４
年
目
の
取
組
み
の
活
動
目
標

【
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
】

【
参
加
報
告
】

　

波
佐
見
町
老
連 

小
林
会
長
よ
り
第

34
回
老
人
ク
ラ
ブ
中
央
セ
ミ
ナ
ー
参
加

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
全
体
会
】（
分
散
会
報
告
・
討
議
）

◦
体
験
入
会
（
会
費
未
徴
収
）
を
進
め

そ
の
後
の
加
入
促
進
に
結
び
つ
い
た
。

◦
会
長
（
役
員
）
は
次
期
会
長
の
見
通

し
が
つ
く
ま
で
責
任
を
持
つ
意
識
が

必
要
。

◦
老
人
会
の
動
く
姿
を
地
域
に
見
せ
る

こ
と
が
必
要
。

◦
勧
誘
に
は
役
員
が
行
く
よ
り
親
し
い

人
が
良
い
の
で
は
。

◦
表
彰
制
度
の
活
用

【
講　
　

話
】

　

髙
松
昭
三
鹿
島
市
老
連
会
長
よ
り

「
老
人
会
馬
鹿
に
徹
し
よ
う
」
と
題
し

て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

講
話
で
は
、
84
歳
で
単
位
ク
ラ
ブ
の

会
長
に
就
任
し
た
経
緯
や
会
員
増
強
運

動
へ
の
取
組
み
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
内

容
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

特
に
「
80
歳
を
超
え
る
と
親
兄
弟
や

親
し
い
友
人
が
他
界
し
て
い
く
中
、
老

人
会
に
参
加
し
た
途
端
に
仲
間
が
増
え

た
。
今
、
入
会
が
遅
か
っ
た
と
後
悔
し

て
い
る
。」
と
の
話
が
印
象
的
で
し
た
。

市
町
老
連
会
長
研
修
会

平
成
29
年
度

《
１
日
目
》

《
２
日
目
》

５

● 

平
成
29
年
６
月
22
日
～
23
日

● 

あ
ぐ
り
の
丘　

高
原
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
市
）



平
成
29
年
２
月
15
日
・
16
日
、
東
京

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら

１
１
８
名
、県
老
連
か
ら
２
名
が
参
加
。

そ
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

１
、「
セ
ミ
ナ
ー
の
目
的
」

自
治
体（
市
町
村
）が
進
め
る「
新
地

域
支
援
事
業
」（
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
）
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
が

友
愛
活
動
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
参
画

し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
の
研
究
と
協
議

２
、「
基
調
報
告
」

在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め
に

今
ま
で
の
活
動
経
験
を
活
か
し
た

「
新
地
域
支
援
事
業
」
へ
の
参
画
に
向

け
た
行
動
提
案
及
び
高
齢
消
費
者
被
害

防
止
キ
ャ
ペ
ー
ン
と
「
一
〇
〇
万
人
会

員
増
強
運
動
」
推
進
と
い
う
全
国
運
動

の
説
明
と
確
認
。

５
、「
行
政
報
告
」

厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課

介
護
保
険
制
度
を
め
ぐ
る
施
策
の
動

向
や
「
新
地
域
支
援
事
業
」
の
説
明
。

特
に
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
で
き
る
範
囲
で

の
介
護
予
防
・
生
活
支
援
活
動
（
住
民

主
体
の
支
援
）
へ
の
期
待
が
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

６
、「
情
報
交
換
」
分
散
会
と
全
体
会

仙
台
市
・
神
奈
川
県
真
鶴
町
・
京
都

市
・
和
歌
山
県
美
浜
町
老
連
の
参
加
者

と
情
報
交
換
し
た
が
、「
新
地
域
支
援

事
業
」
の
実
践
的
な
取
組
が
進
ん
で
い

な
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

「
新
地
域
支
援
事
業
」
に
対
す
る
老

人
ク
ラ
ブ
の
全
国
友
愛
活
動
と
し
て
、

全
体
的
に
①
声
か
け
・
見
守
り
・
安
否

確
認
②
友
愛
訪
問
③
集
い
の
場
・
サ
ロ

ン
④
話
し
相
手
⑤
生
活
支
援
⑥
配
食
等

の
順
で
多
い
よ
う
で
す
。「
新
地
域
支

援
事
業
」
の
取
組
に
は
行
政
の
姿
勢
が

大
き
く
左
右
す
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

ま
た
大
村
市
老
連
の
前
田
さ
ん
か

ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
関
わ
っ
て
い
る
大

村
市
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
（
一
般
介
護
予
防
事
業
）
と
し
て

「
地
域
ふ
れ
あ
い
館
」
協
議
会
の
設
立

経
緯
や
運
営
内
容
・
方
法
等
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

★
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
の
感
想

「
新
地
域
支
援
事
業
」
の
取
組
に
は

地
域
差
が
あ
り
、
全
国
的
に
も
あ
ま
り

進
ん
で
い
な
い
市
町
村
老
連
が
多
い
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
長
崎
県
老
連
と
し

て
も
実
態
調
査
や
情
報
交
換
を
し
て
対

策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で

す
。

「
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
て

第22回

３
、「
新
地
域
支
援
事
業
」
の
活
動
事

例
報
告

①
徳
島
県
鳴
門
市
老
連

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

②
北
海
道
池
田
町
老
連

日
常
生
活
『
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
支
え
合
い

パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
』
の
取
組
の
紹
介
。

★
行
政
か
ら
の
強
力
な
支
援
と
連
携
体

制
づ
く
り
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
！

４
、「
講
演
」昭

和
女
子
大
学
教
授　
　

北
村　

佳
子　

氏

老
人
ク
ラ
ブ
が「
新
地
域
支
援
事
業
」

に
取
り
組
む
場
合
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

強
み
を
活
か
し
て
、
①
簡
単
な
で
き
る

こ
と
（
今
行
っ
て
い
る
こ
と
）
か
ら
ス

タ
ー
ト
②
他
の
先
進
事
例
や
情
報
等
の

参
照
と
研
究
③
地
域
貢
献
や
活
動
発
信

④
他
団
体
と
の
交
流
に
よ
る
ク
ラ
ブ
活

動
の
活
性
化
と
地
域
づ
く
り
等
が
重
要

で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
活
動
か
ら
，
地

域
の
活
動
へ
広
げ
る
こ
と
の
必
要
性
を

強
調
し
ま
し
た
。

長
崎
県
若
手
委
員
長

　

中
野　

勝
利
（
筆
者
）

大
村
市
老
連
副
会
長

　

前
田　

満
行

６

この機関誌は共同募金の
配分金により発行しました。



平
成
29
年
２
月
22
日（
水
）
～
24
日（
金
）

　

神
奈
川
県
葉
山
町
中
央
福
祉
学
院「
ロ
フ
ォ

ス
湘
南
」
で
全
国
か
ら
60
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
長
崎
県
か
ら
新
上
五
島
町
老

連
の
峯　

昭
市
様
と
２
名
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
健
康
づ
く
り
中
央
セ
ミ
ナ
ー
『
地

域
に
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
輪
を
広
げ

よ
う
！
』
に
つ
い
て
講
座
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。

１
、
基
礎
講
座

「
介
護
予
防
と
老
人
ク
ラ
ブ
」

　

講
師　

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院 

竹
内　

孝
仁　

教
授

『
老
人
ク
ラ
ブ
に
期
待
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

３
つ
の
役
割
』

第
１
の
役
割　

自
分
が
寝
た
き
り
・
認
知

症
に
な
ら
な
い
。

第
２
の
役
割　

老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
を
寝

た
き
り
・
認
知
症
に
し
な
い
。

「
脱
落
者
防
止
」

第
３
の
役
割　

地
域
の
高
齢
者（
非
会
員
）

を
寝
た
き
り
・
認
知
症
に
し
な
い
。

◆
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
特
に
体
調
管
理

に
気
を
つ
け
る
。

一
日
１
５
０
０
㎖
の
水
分
、
１
５
０
０
カ

ロ
リ
ー
の
栄
養
を
と
る
。

便
秘
解
消
・
30
分
の
散
歩
・
運
動
を
す
る
。

（
水
・
メ
シ
・
ク
ソ
・
運
動
）
が
体
調
を
よ

く
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
予
防
と
認
知
症
の

回
復
等
の
効
果
が
あ
る
。

２
、
専
門
講
座
「
医
療
」

「
上
手
な
医
療
の
受
け
方
」

　

講
師　

日
本
医
師
会今

村　
　

聡　

副
会
長

①　

日
本
の
医
療
の
特
徴

②　

か
か
り
つ
け
の
医
師
と
は

③　

病
気
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方

④　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

日
本
の
医
療
は
、
国
民
皆
保
険
、
フ
リ
ー

ア
ク
セ
ス
が
特
徴
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
、

国
民
全
員
が
何
か
し
ら
の
公
的
な
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る
。
又
、
誰
で
も
必
要
な
時

に
、
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

３
、
交
流
会

交
流
会
は
、６
名
10
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
所
属
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
等
の

「
健
康
づ
く
り
活
動
」
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
し
ま
し
た
。

　
１
、
専
門
講
座
「
運
動
」

「
高
齢
期
の
運
動
に
よ
る

　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
」

　

講
師　

順
天
堂
大
学

武
井　

正
子　

名
誉
教
授

運
動
器
の
機
能
低
下
に
よ
っ
て
、
要
介
護

に
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
の
で
日
常
的
に
体
を

動
か
す
こ
と
、抗
重
力
筋
を
維
持
す
る
こ
と
。

講
義
の
後
は
、
実
技
で
実
際
に
体
を
動
か

し
筋
肉
の
動
き
等
を
確
認
し
、「
い
き
い
き

ク
ラ
ブ
体
操
」
効
果
（
転
倒
予
防
、
体
力
維

持
、
ス
ト
レ
ス
解
消
）
を
実
践
し
た
。

２
、
専
門
講
座
「
薬
」

「
医
療
品
の
正
し
い
知
識
と
使
い
方
」

　

講
師　

日
本
薬
剤
師
会
一
般
用

　
　

医
薬
品
等
委
員
会
委
員

　
　

慶
應
義
塾
大
学福

島　

紀
子　

名
誉
教
授

薬
は
情
報
の
か
た
ま
り
、
使
い
方
を
誤
れ

ば
、
良
い
薬
も
悪
い
薬
に
な
る
。
わ
か
ら
な

け
れ
ば
、
医
師
、
薬
剤
師
に
聞
く
こ
と
が
大

切
。
か
か
り
つ
け
薬
局
・
薬
剤
師
を
も
つ
。

又
、
薬
の
管
理
や
保
管
に
は
注
意
す
る
。

複
数
の
病
院
に
受
診
し
て
い
る
と
き
は
「
お

薬
手
帳
」
を
提
示
す
る
事
が
大
事
で
あ
る
。

３
、
専
門
講
座
「
歯
・
口
腔
」

「
歯
・
口
腔
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
」

　

講
師　

日
本
歯
科
医
師
会

　
　
　
　

地
域
保
健
委
員
会

　
　
　
　

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー

細
野　
　

純　

氏

高
齢
者
の
多
く
が
筋
力
や
心
身
の
活
動
が

低
下
し
た
状
態
『
フ
レ
イ
ル
』
と
い
う
中
間

的
な
段
階
を
経
て
、
徐
々
に
要
介
護
状
態
に

陥
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
日
頃
か
ら
「
か

か
り
つ
け
の
歯
科
医
」
を
も
ち
、
定
期
的
な

歯
や
口
腔
機
能
の
診
察
を
受
け
、
問
題
が
あ

れ
ば
早
期
に
歯
科
治
療
を
行
う
。

４
、
専
門
講
座
「
事
故
防
止
」

「
高
齢
者
に
多
い
事
故
と
そ
の
予
防
」

　

講
師　

東
京
消
防
庁
防
災
部

　
　

防
災
安
全
課
生
活
安
全
担
当

藤
﨑　

進
稔　

係
長

高
齢
者
の
８
割
が
転
ぶ
事
故
で
あ
り
、
事

故
の
発
生
場
所
も
５
割
以
上
が
室
内
の
事
故

で
あ
る
。
又
、自
宅
の
お
風
呂
で「
お
ぼ
れ
る
」

事
故
も
多
発
し
て
い
ま
す
。食
事
中
の「
窒
息・

誤
飲
」、
熱
中
症
、
火
災
な
ど
も
高
齢
者
の
事

故
に
多
く
、
日
常
生
活
に
お
い
て
事
故
や
火

災
か
ら
身
を
守
る
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

５
、
グ
ル
ー
プ
学
習

グ
ル
ー
プ
学
習
で
は
、
各
地
域
、
所
属
し

て
い
る
ク
ラ
ブ
等
の
「
健
康
づ
く
り
活
動
」

に
つ
い
て
報
告
・
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

《
１
日
目
》

《
２
日
目
》

佐
世
保
市
老
連

　

野
村　

善
満
（
筆
者
）

新
上
五
島
町
老
連

　

峯　
　

昭
市

７

「
健
康
づ
く
り

中
央
セ
ミ
ナ
ー
」
に

参
加
し
て

第14期



　
１
、
専
門
講
座
「
栄
養
」

「
高
齢
期
の
食
生
活
の
あ
り
方
」

　

講
師　

日
本
栄
養
士
会

迫　
　

和
子　

専
務
理
事

体
の
機
能
を
維
持
す
る
う
え
で
、
ま
ず
、

必
要
な
の
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
と
タ
ン
パ
ク
質
。

ど
ち
ら
が
不
足
し
て
も
、
体
力
も
免
疫
力

も
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
高
齢
者
が
元
気
に

動
け
る
骨
格
筋
を
保
つ
に
は
、
良
質
の
タ
ン

パ
ク
質
を
十
分
に
摂
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

体
型
は
や
せ
形
よ
り
小
太
り
型
が
良
い
。

２
、
ま
と
め

「
健
康
づ
く
り
推
進
員
に
期
待
す
る
」

　

講
師　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

齊
藤　

秀
樹　

常
務
理
事

都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
が
す
す
め
る

健
康
づ
く
り
事
業
へ
の
支
援
・
協
力
、
老
人

ク
ラ
ブ
で
の
健
康
学
習
・
実
践
の
推
進
役
等
。

◆
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
改
め
て
健
康

の
大
切
さ
、
各
地
域
ク
ラ
ブ
で
の
健
康
づ
く

り
活
動
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
で
学
ん
だ
知
識

を
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
２
日
目
》

８

市町名
単位クラブ数 クラブ数増減 会員数 1クラブ

あたり
会員数

H28.10.1現
在６０歳以上

人口
加入率
％28年 29年 増加 減少 差引 28年 29年 増減

長 崎 市 314 292 1 △ 23 △ 22 17,070 15,669 △ 1,401 54 158,191 9.9 

佐 世 保 市 250 235 1 △ 16 △ 15 13,995 13,304 △ 691 57 93,528 14.2 

島 原 市 73 73 0 3,222 3,115 △ 107 43 18,558 16.8 

諫 早 市 122 121 1 △ 2 △ 1 8,167 7,998 △ 169 66 48,861 16.4 

大 村 市 66 64 △ 2 △ 2 3,563 3,449 △ 114 54 28,271 12.2 

平 戸 市 62 57 △ 5 △ 5 3,153 2,885 △ 268 51 14,795 19.5 

松 浦 市 35 34 △ 1 △ 1 1,577 1,611 34 47 9,880 16.3 

対 馬 市 102 101 3 △ 4 △ 1 3,651 3,507 △ 144 35 13,541 25.9 

壱 岐 市 93 93 1 △ 1 0 6,112 5,952 △ 160 64 11,811 50.4 

五 島 市 96 96 0 4,436 4,375 △ 61 46 17,242 25.4 

西 海 市 79 78 1 △ 2 △ 1 4,346 4,278 △ 68 55 12,317 34.7 

雲 仙 市 103 101 1 △ 3 △ 2 4,486 4,327 △ 159 43 17,993 24.0 

南 島 原 市 169 164 1 △ 6 △ 5 7,344 6,977 △ 367 43 20,938 33.3 

長 与 町 32 32 1 △ 1 0 1,685 1,632 △ 53 51 13,188 12.4 

時 津 町 18 18 0 1,250 1,223 △ 27 68 9,110 13.4 

東 彼 杵 町 21 21 0 1,851 1,859 8 89 3,607 51.5 

川 棚 町 27 28 1 1 1,566 1,564 △ 2 56 5,286 29.6 

波 佐 見 町 22 22 0 2,615 2,563 △ 52 117 5,540 46.3 

小 値 賀 町 20 20 0 1,132 1,107 △ 25 55 1,447 76.5 

佐 々 町 8 7 △ 1 △ 1 425 382 △ 43 55 4,652 8.2 

新上五島町 56 55 △ 1 △ 1 2,710 2,701 △ 9 49 9,258 29.2 

県　計 1,768 1,712 12 △ 68 △ 56 94,356 90,478 △ 3,878 53 518,014 17.5 

平成29年４月１日現在

注）平成28年分は28年６月１日現在

市町老連等別老人クラブ・会員数の状況

加入率＝　　　H29．４．１　会　 員　 数　　　×100　　　　　　　H28．10．１　60歳以上人口　　　



二
月
十
九
日
朝
、
老
連
ら
し
く
無
理
の
無

い
、
ゆ
っ
く
り
め
の
集
合
時
間
に
諌
早
か
ら

の
参
加
者
五
名
は
、
こ
れ
か
ら
の
旅
の
楽
し

み
に
心
弾
ま
せ
長
崎
（
大
村
）
空
港
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。

長
崎
空
港
で
皆
様
と
落
ち
合
い
一
路
沖

縄
・
那
覇
空
港
へ
と
飛
び
立
ち
離
陸
し
て
水

平
飛
行
に
な
っ
た
途
端
、
添
乗
員
さ
ん
か
ら

頂
い
た
昼
食
の
お
弁
当
を
皆
様
と
頂
き
ま
し

た
。
約
一
時
間
四
十
分
位
の
フ
ラ
イ
ト
で
那

覇
空
港
へ
到
着
。
そ
こ
か
ら
乗
り
換
え
て
石

垣
空
港
へ
。

夕
刻
四
時
に
石
垣
空
港
へ
到
着
後
、
お
迎

え
の
貸
切
バ
ス
に
乗
り
込
み
石
垣
市
の
観
音

崎
に
あ
る
唐
人
墓
へ
。

こ
こ
は
、
ア
メ
リ
カ
奴
隷
貿
易
船
ロ
バ
ー

ト
バ
ウ
ン
号
事
件
で
、
犠
牲
に
な
っ
た
中
国

人
苦
力
の
慰
霊
の
為
、
昭
和
四
十
六
年
に
建

立
さ
れ
た
も
の
で
、
悲
し
み
の
稗
で
は
有
り

ま
す
が
、
中
国
ら
し
い
色
鮮
や
か
な
色
彩
の

唐
人
墓
で
し
た
。
墓
所
内
に
は
『
マ
ン
タ
』

の
石
造
が
あ
り
、
対
岸
に
は
竹
富
島
が
見
え

ま
し
た
。

ホ
テ
ル
へ
向
か
う
途
中
、
バ
ス
の
中
で
ガ

イ
ド
さ
ん
が
三
線
で
石
垣
島
出
身
の
夏
川
り

み
さ
ん
の
『
涙
そ
う
そ
う
』
を
唄
っ
て
下
さ

り
、
狭
い
島
で
す
の
で
、
り
み
ち
ゃ
ん
は
お

友
達
だ
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
六
時
に
ホ

テ
ル
日
航
八
重
山
ヘ
入
り
、
夕
食
は
バ
ス
で

移
動
し
て
近
く
の
『
舟
蔵
の
里
』
と
云
う
郷

土
料
理
の
店
へ
。
大
変
、
趣
の
あ
る
店
構
え

で
食
事
中
、
店
主
よ
り
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
説

明
に
加
え
、
こ
れ
ま
た
男
の
人
が
三
線
を
弾

き
女
性
が
民
族
舞
踊
を
踊
り
、
皆
も
合
わ
せ

て
踊
っ
た
り
と
賑
や
か
な
夕
食
で
し
た
。

二
日
目
は
、
心
配
し
て
い
た
よ
う
に
小
雨

模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
い
よ
い

よ
『
三
島
巡
り
』。
ま
ず
石
垣
港
へ
。
そ
こ

に
は
島
の
英
雄
『
具
志
堅
用
高
』
さ
ん
の
立

像
が
お
出
迎
え
！
ま
ず
は
西
表
島
の
大
原
港

へ
。
悪
天
候
の
為
、
船
が
揺
れ
、
私
に
は
ア

ク
シ
デ
ン
ト
が
（
苦
笑
）。
大
原
港
で
仲
間

川
ボ
ー
ト
乗
り
場
へ
移
動
し
仲
間
川
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
船
し
川
と
海
が
橋

で
分
れ
る
と
い
う
橋
を
く
ぐ
り
、
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
が
生
い
茂
げ
る
中
を
船
中
よ
り
見
て

回
る
ク
ル
ー
ズ
は
異
次
元
の
世
界
で
貴
重
な

生
物
（
珍
し
い
鳥
や
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ

等
の
貴
重
な
自
然
の
宝
庫
の
島
）
が
生
息
す

る
と
い
う
事
も
思
わ
ず
納
得
！ 

と
云
う
ほ

ど
の
素
晴
ら
し
い
景
色
で
し
た
。
再
び
仲
間

川
ボ
ー
ト
乗
り
場
に
戻
り
周
囲
一
三
〇
Ｋ
Ｍ

の
西
表
島
よ
り
美
原
か
ら
周
囲
二
一
・
五
Ｋ

Ｍ
の
由
布
島
へ
。
対
岸
の
由
布
島
へ
は
遠
浅

の
海
を
水
牛
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
の
ん
び

り
渡
り
ま
す
。
園
内
は
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
約

三
〇
種
類
、
亜
熱
帯
植
物
一
〇
〇
種
類
以
上

が
、
年
間
通
し
て
楽
し
め
、
中
で
も
真
平
に

折
り
重
な
る
葉
の
よ
う
に
立
っ
て
い
る
ス
オ

ウ
の
木
は
、と
て
も
珍
し
く
見
物
し
ま
し
た
。

昼
食
は
こ
の
由
布
島
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
頂

き
、
又
水
牛
車
に
乗
り
海
を
渡
り
人
口
三
六

人
、
水
牛
四
三
頭
の
島
を
後
に
三
原
へ
戻
り

ま
し
た
が
、
又
々
水
牛
車
の
牛
使
い
の
方
が

三
線
で
竹
富
島
に
伝
わ
る
古
謡
『
安
里
屋
ユ

ン
タ
』
を
弾
き
語
り
で
唄
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
美
原
か
ら
大
原
港
へ
と
戻
り
最
後
の
竹

富
島
へ
。
周
囲
六
・
三
Ｋ
Ｍ
の
サ
ン
ゴ
礁
に

囲
ま
れ
た
小
さ
な
島
で
人
口
は
四
千
人
弱
、

道
に
は
白
砂
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
塩
を
含
み
草
が
生
え
な
い
そ
う

で
す
。石
垣
は
サ
ン
ゴ
石
灰
岩
を
積
み
上
げ
、

こ
れ
ま
た
台
風
の
多
い

南
の
島
で
は
石
灰
岩
の

間
を
風
が
通
り
ぬ
け
丈

夫
な
塀
と
な
る
そ
う
で

す
。
そ
の
小
さ
な
島
を
水

牛
車
に
乗
り
込
み
、
町
並

み
観
光
し
ま
し
た
が
狭

い
道
を
大
き
な
牛
が
、
大

き
な
牛
車
を
引
く
様
に

は
、
そ
の
牛
の
運
転
技
術

に
感
心
し
ま
し
た
。
こ
の

三
島
め
ぐ
り
は
、
バ
ス
の

運
転
手
さ
ん
が
、
水
牛
車

の
運
転
に
、
ガ
イ
ド
に
と

一
手
に
引
き
受
け
、
島
は

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
農
業
と

観
光
で
成
り
立
っ
て
い

る
事
を
痛
感
し
ま
し
た
が
、素
晴
ら
し
い『
お

も
て
な
し
』
で
し
た
。

二
日
目
の
予
定
が
終
わ
り
ホ
テ
ル
へ
帰

着
。
夕
食
を
済
ま
せ
た
ら
ホ
ー
ル
で
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
有
る
と
聞
い
て
行
き
ま
し
た

ら
、
素
敵
な
歌
声
の
石
垣
の
美
人
歌
手
さ
ん

が
『
涙
そ
う
そ
う
』
に
始
ま
り
、
沖
縄
の
唄

を
数
曲
歌
っ
て
下
さ
り
、
会
場
が
一
つ
に
盛

り
上
が
り
三
島
め
ぐ
り
の
夜
は
終
了
し
ま
し

た
。旅

行
最
後
の
日
は
、
石
垣
か
ら
沖
縄
本
島

に
戻
り
、
首
里
城
見
学
へ
。
約
五
百
年
に
わ

た
り
琉
球
王
国
の
城
と
し
て
あ
り
続
け
た
琉

球
王
国
の
栄
華
を
誇
る
首
里
城
の
守
礼
門
を

く
ぐ
り
、正
殿
内
へ
。
奥
書
院
や
御
差
床（
う

ざ
す
か
＝
国
王
の
玉
座
）
な
ど
、
ど
こ
を
見

て
も
き
ら
び
や
か
で
素
晴

ら
し
く
、
遠
く
古
に
思
い
を

馳
せ
る
様
な
場
所
で
し
た
。

お
昼
は
、
が
ら
り
と
様
を

変
え
、
沖
縄
の
繁
華
街
・
国

際
通
り
へ
と
移
動
。
昼
食
、

買
い
物
を
済
ま
せ
那
覇
空

港
へ
。
予
定
の
時
間
を
少
し

遅
れ
て
の
離
陸
で
し
た
が

無
事
長
崎
空
港
へ
と
帰
り

着
き
『
銀
の
翼
』
一
行
は
、

病
気
も
怪
我
も
無
く
楽
し

く
思
い
出
に
残
る
す
ば
ら

し
い
旅
を
終
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

今
回
、
同
行
の
皆
様
方
に

も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

９

諌
早
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

小
野
由
利
子

第
12
回  

銀
の
翼

第
12
回  

銀
の
翼

平
成
29
年
２
月
19
日
〜
21
日

平
成
29
年
２
月
19
日
〜
21
日

八
重
山
三
島
め
ぐ
り
と

那
覇
（
守
礼
の
門
、
首
里
城
）

八
重
山
三
島
め
ぐ
り
と

那
覇
（
守
礼
の
門
、
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里
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保険保険保険老人クラブ老人クラブ老人クラブ 〈掛金・補償内容〉3つの

後遺障害保険金は、クラブ活動中のケガに起因する場合のみが対象となります。（後遺障害の程度に応じて、クラブ活動中の死亡・後遺障害保険金額の4％～100％が支払われます。）
手術保険金のお支払額は、入院中以外（外来）は、入院保険金日額の5倍また入院中は、10倍となります。
往復途上とは、自宅（マンション、アパートなどの集合住宅は専用部、戸建ては敷地を含む）を出てから、活動場所までの通常経路を指します。

※注1
※注2
※注3

傷　害　保　険

クラブ活動中・クラブ活動中以外を問わず
日常生活全般（24時間）のケガを補償します。

（注3）

24時間型 活  動  型

賠 償 責 任 保 険

〒100-8822  東京都千代田区霞が関3丁目 6-14 三久ビル1階102号

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8769
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社

TEL.03-3597-8770  FAX.03-3597-8767

クラブ活動とは、各クラブで予め
企画、実行したものを指します。

ご注意

自分がケガをした時の保険です。病気および他人に与えたケガは対象外です。

他人の物を壊したり、ケガをさせた時の保険。自分のケガは対象になりません。

※この広告は「老人クラブ団体傷害保険 総合生活保険（傷害補償）」の概要についてご紹介したものです。ご加入にあたっ
ては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。ご不明な点がある場合には、代理店までお問い合わせください。

① 対　　象：

② 保険期間：
③ 補償範囲・掛金タイプ

① 対　　象：
② 保険期間：
③ 掛　　金：
④ 補　　償：

ただし、加入手続きは所属老人クラブの保険担当者が取りまとめる団体傷害保険です。
老人クラブ会員に限ります。年齢制限はなく、いつでも加入できます。（1人1口加入）

掛金払込日の翌月1日から1年間

老人クラブ（全員加入が条件となります）
毎年10月から1年間
1人年額100円（最低引受保険料3,000円）
支払限度額1億円

「24時間型（掛金3タイプ）」と「活動型（掛金3タイプ）」の6タイプから選択してください。

●職種級別B級に該当するおもな職種
・建設作業者、自動車運転者、採鉱・採石作業者などの傷害リスクの高い職業。
・上記に該当する方は、保険金額が変更になります。
・詳しくは取扱代理店もしくは引受保険会社にお問い合せください。

ご注意

※「24時間型」の職種級別A級は無職・事務職（傷害リスクの低い職業）等です。B級（傷害リスクの高い職業）に
ついては、下記をご参照ください。

17-T00967　平成29年4月作成 4

下表の保険金額が
支払われます。

の場合は補償されません。

保険金額が支払われます。

保険金額が支払われます。

45万円

45万円

1,000円

650円

91万円

ー

950円

600円

136万円

45万円

1,950円

1,250円

活動中の
ケガの場合

活動中以外
のケガの場合

・・活動中の
ケガの場合

活動中以外
のケガの場合

・・活動中の
ケガの場合

活動中以外
のケガの場合

・・

死　亡
保険金

85万円170万円 109万円217万円
194万円387万円

後遺障害
保険金

85万円170万円 ーー
85万円170万円

（注2）

（注1）

入院保険金
日額

1事故につき
30日限度（ ）

2,000円4,000円 1,140円2,280円
3,140円6,280円

通院保険金
日額

1事故につき
30日限度（ ）

死　亡
保険金

後遺障害
保険金

（注2）

（注1）

入院保険金
日額

1事故につき
30日限度（ ）
通院保険金
日額

1事故につき
30日限度（ ）

1,300円 850円2,600円

活動中の
ケガの場合

170万円

170万円

4,000円

2,600円

活動中の
ケガの場合

85万円

85万円

2,000円

1,300円

活動中の
ケガの場合

45万円

45万円

1,000円

650円1,700円
2,150円4,300円

1 2

3
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第
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平
成
29
年
７
月
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日
発
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（
公
財
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長
崎
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人
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ブ
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合
会

　
　
　
　

長
崎
市
茂
里
町
３

｜

24

　
　
　
　

☎
０
９
５｜

８
４
６

｜

５
０
０
０

発
行
人　

島　

中　

英　

安

編
集
人　

本　

田　

哲　

朗

印　

刷　

株
式
会
社 

岩
永
印
刷
所

本
年
４
月
１
日
現
在
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

数
及
び
会
員
数
を
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し

た
。
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
役
員
や
会
員
の
皆
様

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
会
員

増
強
運
動
の
３
年
目
に
お
け
る
結
果
は
、
県
老

連
全
体
と
し
て
、
あ
ま
り
良
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
５
年
計
画
も
残
り
２
年
、
減

少
理
由
の
分
析
や
優
良
事
例
な
ど
を
参
考
に
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

時
津
町
老
連
が
「
時
津
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。「
老
人
」
と
い
う

名
称
に
抵
抗
感
が
あ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
の

で
、
朗
報
に
な
れ
ば
。

公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
て
初
め
て
の
評

議
員
の
改
選
で
７
名
が
交
代
、
ま
た
、
役
員
改

選
も
行
わ
れ
３
名
の
理
事
が
交
代
さ
れ
ま
し

た
。
退
任
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
本
会
運
営
に
ご

指
導
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。（
華
）
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契約期間：平成29年６月～平成30年５月
長崎県老人クラブ連合会指定の宿泊施設です。

単位クラブ等の旅行・研修・会議等に是非ご利用ください。
※詳細につきましては、直接施設へお問い合わせください。

編
集
雑
感

編
集
雑
感

県　名 指定宿泊施設名 住　　所 電　話

長崎県

新

新

新

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

名湯の宿　雲仙いわき旅館
雲仙温泉　有明ホテル
休暇村　雲仙
国民宿舎　青雲荘

伊勢屋旅館
小浜温泉　春陽館
むつみの宿　旅館　和多屋
島原温泉　ホテル南風楼
原城温泉　真砂

東洋九十九ベイホテル

シーサイド島原
雲仙　みかどホテル

しらはまビーチホテル

Alega軍艦島

いこいの村　長崎
平戸たびら温泉　サムソンホテル

〒854-0621

〒854-0621

〒854-0501

〒854-0621

〒854-0514

〒854-0514

〒854-0514

〒855-0802

〒859-2414

〒855-0864

〒855-0004

〒859-1501

〒859-2502

〒851-0505

〒859-0125

〒859-4826

雲仙市小浜町雲仙318

雲仙市小浜町雲仙380

雲仙市小浜町諏訪の池

雲仙市小浜町雲仙500－１

雲仙市小浜町北本町905

雲仙市小浜町北本町1680

雲仙市小浜町北本町930

島原市弁天町２丁目7331–１

南島原市南有馬町丁133番

島原市秩父が浦町丁3552–53

島原市新湊１丁目38番１

南島原市深江町甲5292–２

南島原市口之津町甲字白浜2829–１

長崎市野母町692–１

諫早市高来町善住寺1080

平戸市田平町野田免210–６

0957-73-3338

0957-73-3206

0957-74-9131

0957-73-3273

0957-74-2121

0957-74-2161

0957-74-2234

0957-62-5111

0957-85-3155

0957-62-3111

0957-64-2000

0957-72-5420

0957-86-3030

095-893-1133

0957-32-2902

0950-57-1110

福岡県 17 リバーサイド　つるき荘 〒839-1405 うきは市浮羽町古川1096–１ 0943-77-3181

佐賀県 18

19

旅館　初音荘

ホテル光陽閣

〒843-0304

〒843-0301

嬉野市嬉野町岩屋川内甲340–１

嬉野市嬉野町大字下宿乙730–５

0954-43-3238

0954-43-0170

熊本県 20 荒木観光ホテル 〒861-0112 熊本市植木町田底６ 096-274-7201

県老連では、ホームページを開設しています。
ご覧になりたい方は下記のアドレスにアクセスしてください。

http://nagasakikenroren.sakura.ne.jp/

長崎県老人クラブ連合会指定の宿泊施設長崎県老人クラブ連合会指定の宿泊施設

平成29年６月１日現在


